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日隈公民館 休館延長のお知らせ

4月8日、日田市教育委員会では、全国各地で新型コロナウイルスの感染が拡大してい

ることから、予防策に加え感染拡大を防ぐための対策を継続することにし、公民館の休

館期間をさらに延長することにしました。皆様方には、多大なご迷惑をおかけいたしま

すが、ご理解とご協力を賜りますよう宜しくお願い致します。

休館期間 ５ 月 ６ 日（水）まで

※ 休館の延長なく５月７日に再開後も、おおむね９月末まで、自主学習教室や貸館等の

利用は平日の午前１０時～午後５時まで、人数も１０人以内に限らせていただく

予定です。（自主学習教室代表者の皆様には別途、お知らせをお送りします。）

※ 日隈公民館では例年この時期に高齢者セミナー・成人セミナー・料理教室の募集を

行っていましたが、内容の見直し等も必要となっていますので、改めて募集します。

中ノ島町の高瀬正義様へ、去る3月14日、日田市社会教育連絡協議会

から感謝状が贈られました。

高瀬様は、日田市老人クラブ連合会や隈庄手地区老人クラブ役員と

しての功績、さらに平成15年から長きにわたって、地域の先生として

日隈小の学校支援を行ってこられました。特に、三隈川に係る川と人の

暮らしの歴史を子どもたちに伝えてきました。また、長年にわたり

日田市ソフトテニスの発展に尽くされたことも受賞理由となりました。

どうぞこれからもご健康に留意されて、ますますのご活躍を祈念しております。

第13回(令和元年度)日田市民体育大会の総合成績で、日隈校区体協は、

昨年の６位から、今年はさらに健闘して、第３位というすばらしい成績

を収めました。選手の皆様方は、中止となった自転車とボートを除く24

の種目に出場されました。

日頃から親しいんでいるスポーツを通して、校区の方々が一緒に優勝

をめざしてまとまるということは、とても大切なことだと思います。本

年度も、選手の皆様方にけががなく、仲間と一緒に汗を流し楽しんでい

ただけることを願っています。



令和2年3月31日現在
中ノ島町 277人 141世帯 三隈町 125人 65世帯

94世帯

中釣町 828人 318世帯 本庄町 269人 140世帯 中央通3丁目 214人 107世帯

211人 109世帯

日ノ隈町 546人 203世帯 亀山町 104人 54世帯 中央通2丁目 181人

自治会名 人口 世帯数

亀川町 872人 365世帯 堀田町 325人 153世帯 大和町

自治会名 人口 世帯数 自治会名 人口 世帯数

■ 公民館主事　異動の挨拶

異動のごあいさつ 新任のごあいさつ

■ 館長 ご挨拶

■ 日隈の人口・世帯数
人口： 3,952人 世帯数： 1,749世帯

この度の人事異動で日隈公民館を離れ、

天瀬公民館に勤務することになりました。

５年間の在任中は、日隈地区の皆様方に

は大変お世話になりました。地域の皆様の

お陰で公民館活動をスムーズに行うことが

出来ました。現在は公民館も休館し、先が

見えない不安な状況ですが、１日も早く公

民館活動が再開されることを願っておりま

す。

この日隈公民館で経験したことを天瀬公

民館でも活かして頑張っていきたいと思い

ます。

日隈地区の皆様、５年間本当にありがとう

ございました。

梶原 三義

この度の異動により４月

から日隈公民館主事となり

ました壁村太一と申します。

中釣町在住です。

３月まではＡＯＳＥ内に

あります公民館運営事業団の事務局に勤務

しておりました。３年ぶりの地区公民館勤

務となりますが、現在、公民館は休館して

おり公民館事業の実施が出来ない状況にあ

ります。

新型肺炎が終息し、地域の皆様と一緒に

公民館活動が早く再開できることを楽しみ

にしております。

よろしくお願いいたします。

壁村 太一

「わくわくそしてためになる公民館」をめざして

館長 穴井 久満

本年度の運営目標を、「公民館を出会いの場として位置づけ、世代間の交流を図り、

人々がふれあいを深め、生き生きと学ぶ公民館」といたしました。

生涯教育の基点となる自主学習教室と併せて校区の課題である防災や人権、子育て支援

といった地域の課題解決や人と人とのつながりを生み出す地域コミュニティの核をめざし

ます。

具体策として、成人・高齢者セミナー・ひのくまＳＳＴ倶楽部の講座内容を、わくわく

してためになるものを準備しています。また、新規事業も、皆様方のニーズの応えるため

に、子育て支援と世代間交流を目標にみんなの居場所づくりを立ち上げます。

公民館だよりも地域の情報を取入れて、さらに充実した紙面を目指します。

どうぞ気軽に公民館に足を運んでください。皆様方のご来館を、心よりお待ちしています。


